










要約:診断と対応が確立されている 7疾患(排泄障害、チック障害、睡眠障害、摂食障害、

周期性嘔吐症、過換気症候群、気管支喘息)を除き、心身症が疑われる症状を訴えて受診

した小児 58 名について、頭痛、腹痛、嘔気の 3 症状の有無と、誘因およぴ不登校の有無

について検討した。3症状すべてを持つものは19%、2 症状は 52%、 1 症状以下のものは 29%

であつた。症状数と誘因の有無との関係では、誘因は症状数が少なくなるほど高率にみら

れた。症状数と不登校の関係をみると、不登校は誘因とは逆に症状数が多くなるほど高率

になっていた。


